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１．研究計画の概要 

 本研究は、国立大学の経営、財務に密接に
関連している授業料について、その水準の考
え方の歴史的経緯、決定関与者、決定プロセ
ス、経営財務との関係などを中心に、アメリ
カの州立大学およびヨーロッパ主要諸国の
大学との比較分析を行い、検討するものであ
る。具体的には以下の点について研究を進め
る。 

(1) 戦前の大学の授業料の実態について、デ
ータを収集し、分析する。 

(2) 戦後の国立大学についての授業料政策
の検討および授業料水準設定の思想と
プロセスを分析する。 

(3) アメリカ州立大学の授業料の実態をデ
ータ分析と訪問調査によって解明する。 

(4) 近年大学大衆化が急速に進んだヨーロ
ッパ諸国の大学授業料水準の実態を大
学、政府等への訪問調査、文献調査によ
って明らかにする。 

(5) 国立大法人の近年の授業料動向を国立
大学の財務担当理事に対するアンケー
ト調査および訪問調査などで解明する。 

 
２．研究の進捗状況 
(1)戦前の大学の授業料の実態については、

連携研究者などから研究報告会を開き、研
究を進めている。 

(2)戦後の国立大学についての授業料政策に
ついては、文部科学省の関係者を講師に招
き、研究会を実施し、情報を収集している。 

(3)アメリカの実態については、ニューヨー

ク州政府、カリフォルニア州、テネシー州、
ミシガン州等を訪問し、そこでの州政府、
州立大学の実態を調査した。 

(4)ヨーロッパについては、ドイツ、オース
トリア、フィンランド、デンマーク、等を
訪問し、大学の財政について現地調査を行
った。 

(5)国立大学法人の授業料については、学長、
財務担当理事、学部長対してアンケート調
査をおこない、実態把握に努めている。 

 
３．現在までの達成度 
(1)戦前の大学の授業料の実態については、
資料を収集し、分析を行っている。今後も
引き続き行う。 

(2)戦後の国立大学の授業料については、資
料を収集し、分析を行っている。今後も引
き続き行う。 

(3)アメリカの州立大学の授業料については、
現地調査も予定通り行い、研究成果も出し
ている。 

(4)ヨーロッパの大学の授業料については、
現地調査も順調に行い、研究成果も出して
いる。 

(5)国立大学の管理者へのアンケート調査は
2009 年に済ませ、その分析も進め、研究成
果も様々な形で出している。 

以上、研究は第 3年度まで順調に進捗し、研
究成果も出している。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 研究最終年度も予定通り、研究を進めるつ
もりであり、その障害もさして見当たらない。 
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